


高齢化社会にも対応した人に
やさしい安全な道づくり

豊かな自然を守り地球環境に
やさしい道づくり

総合的な交通体系の形成を
支援する道づくり

国内外の交流と連携を
促進する道づくり

賑わいのあるまちづくりと
一体となった道づくり

安全で安心な暮らしを支える
災害に強い道づくり

地域の活力を育むための
道づくり

住民が主役の道づくり

道路行政マネジメントサイクル

目標値の
設定

事業の
評価

事業の
実施

県民

目標を意識した
取り組み

効果を分析・評価し
結果を次に活かす
（毎年の事業を評価）

成果目標を
明確にする
（次年度実施
事業への反映）







国道160号 朝日丘交差点改良（氷見市）を
整備します。（平成17年度完成予定）

あさひがおかH17方針
【交差点における対策イメージ】

H16成果

国道156号 砺波市金屋地内を
整備します。（平成17年度完成予定）

H17方針
国道8号 魚津市東尾崎地内の
整備が完成しました。

H16成果

100
（％）

9080706050403020100

42.9％

43.6％

43.8％

44.2％

43.8％から0.4ポイント向上を目指します。

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

H１７年度
目標

100
（件／億台キロ）
9080706050403020100

83.6件／億台キロ

83.2件／億台キロ

81.5件／億台キロ

81.2件／億台キロ

81.5件／億台キロから0.3件／億台キロ削減を目指します。

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

H１７年度
目標

県道 高岡青井谷線（大門町錦町地内）の
歩道を整備します。（平成17年度完成予定）

あおいだにH17方針
県道 高岡庄川線（高岡市上黒田地内）の
歩道を新設しました。

H16成果

100
（％）

9080706050403020100

71.1％

73.0％

73.2％

74.7％

73.2％から1.5ポイント向上を目指します。

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

H１７年度
目標

・ドライバーの注意不足などによる
　追突事故が多発しており、特に
　夜間事故が全体の3割を占めて
　います。　（全32件中11件）
・注意喚起標識や視線誘導鋲を
　設置し、交差点を分かり易くする
　ことで事故を減らします。

・朝夕の車の交通量が多いうえ、
　歩道がないため、危険な状況です。
・歩道を新設することで、安心して
　通学でき、事故の危険性が低下
　します。

・堆雪により、自動車や歩行者に
　とって危険な状況です。
・堆雪スペースを確保することで、
　冬期においても円滑な走行と歩
　行者の安全が確保できます。

達成!!

達成!!

達成!!

・右折車線の無い交差点では、右
　折車に後続の車が追突する事故
　が多く発生しています。

・右折レーンの設置により、交差
　点内の交通の流れがスムーズ
　になり、事故の危険性が低下
　します。

・通学中の児童のすぐ脇を車が
　通り、危険な状況でした。

・歩道の新設により、児童の安全
　を確保できました。

・堆雪スペースが無いため、道路　 
　幅が狭まり、対向車とのすれ違い
　が困難になるとともに、歩行者に
　とっても歩行スペースがなく危険
　でした。

・路肩を広げ、堆雪スペースを確
　保するとともに、歩道を設置し、
　冬期の円滑な走行と歩行者の安
　全を確保しました。

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

至 石川県

至 高岡市

至 石川県

至 高岡市



国道304号 高窪バイパス｛南砺市（富山・石川県境）｝を
整備します。（平成17年度完成予定）

たかくぼH17方針
能越自動車道の高岡北IC～七尾IC間の
整備を促進しました。

H16成果

スマートICの社会実験が
北陸自動車道 入善PAで実施中です。

H17方針
能越自動車道 高岡砺波道路の
高岡IC～高岡北IC間が完成しました。

H16成果

・国道160号は、朝夕の通勤時間
　帯に交通渋滞が発生していまし
　た。
（写真：国道160号西海老坂交差点
　交通状況）

国道8号 下田交差点（高岡市下田地内）を
立体化します。（平成17年度完成予定）

H17方針
県道 富山立山公園線 富立大橋
（富山市天正寺～立山町利田）が完成しました。

H16成果 ふりゅうおおはし

5000
（万時間／年）

25000

3810万時間／年

3762万時間／年

3756万時間／年

4630万時間／年

4664万時間から34万時間削減を目指します。

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

4664万時間／年

H１７年度目標

実　績
（見直し）

100（％）500

57％
現状維持

57％

57％

現状維持

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

H１７年度
目標

100（％）500
【第1次緊急輸送道路確保路線】 【第2,3次緊急輸送道路確保路線】

56％
現状維持

56％

67％

56％から11ポイント向上を目指します。

現状維持

100
（％）

15100

8.3％

8.3％ で現状維持

平成１６年度
達成度評価

平成１７年度
業績計画

現　況

目　標

実　績

H１７年度
目標

8.1％

8.2％

・現道は、急勾配・急カーブが連続
　していることや、雨量通行規制
　区間があるなど、交通に支障を
　きたしています。
・バイパスの整備により、急勾配・
　急カーブ箇所が解消されると
　ともに緊急輸送道路としての
　機能が強化されます。

・渋滞時は、車の旅行速度が約10
　km/hまで低下します。
・立体化すると渋滞が緩和され富
　山市方面への所要時間は約9分
　短縮されます。

・スマートICを設置することで、
　目的地への時間短縮が図られて
　います。
　また、高速道路の利用が増加　
　したことで、周辺道路の交通渋
　滞緩和が確認されています。

達成!!

達成!!

・国道160号は、雨量通行規制が
　あるため、豪雨時は物資輸送に
　遅れが生じます。

・能越自動車道の整備により、
　代替路が確保され、物資輸送
　の信頼性が向上します。

・富山県東部地域と富山市を結ぶ
　常願寺川渡河部の大日橋、常盤
　橋で慢性的な渋滞が発生してい
　ました。（写真：大日橋交通状況）

・富立大橋の整備により、大日橋、
　常盤橋の渋滞が緩和され、円滑
　な交通が確保されました。

・能越自動車道の整備により160
　号の渋滞が緩和されました。

通行止

通行止通行止

高速道路

一般道路

I.Cまで
遠いなぁ

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

整備前整備前整備前

整備後整備後整備後

至 高岡市街地高岡市街地

至 富山市富山市

至 高岡市街地
至 富山市街地

至 立山町

至 富山市街地

至 立山町

至 富山市

至 高岡市街地

至 氷見漁港

1,700m

至 高岡市街地

至 氷見漁港

1,320m
（約400m減少）

1,320m
（約400m減少）

1,700m



50％

90％

30分 60分

・多量出血






